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目的

障奥湾に?年ぶりにホタテ種貝が異常発生したの

布状況および資源匿を周査をおとなった。

I 

E 謂資内容と方生

(1) ホタテ樵貝漁獲調査

''1内角!窃所建の川内丸(3ト;/2 0 馬力)により帝 1 図 i二示 9~i苛一斉場析をホタテ桁鮒を引いて

漁獲調査した。桁糊の巾は 19 0 c均 衡数 21本，網目 10 lf!iで，曳崎忍!支は毎分 50 J且で 10 

分明引いた。したがって 1曳網面積は 95 0げである。資源這算定に当つては，桁絢の漁獲効率

-i'15%として計算した。

12) 底質調合j

漏斗型採泥器により採収してしらぺた。

均千年期間は昭和 4 0年 3J1 8日から 3f! 1 9日までである。

結 果

1. ホタテ稚貝分有状況

冬調査，点、のホクテ税只採椅数オヨ主ごγ水深・ J志賀詫持物介析守票λモゴにJ長号毒性均の卓越務等

i主導写 1表のとおりである。

との調資明美からホタテ礎貝分布泡およ、，~\~J 惣{つ材攻どなる度'主，'}えj" tj巴ば第 T 図に

となる。

調奇去が十分でなく，また~行間の漁獲より作:二1 の!変動を E ぬがれられなした九資源義算

定の基礎となぬ分布げ否情お Lび平幻花台湾ィ1司教につい υま， 明当の誤さを伴なうことは避けられな

いが， t行網の漁獲効率を 15 %として，凌密分布地の資源去を算Tよ→干れば二Jぎりとおりである。
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すなわら弁天局と大局の中間附近に面積はあまり広くないが，かなり濃密な分布地があるこ

とが示されている。また，場王子沢沢は密度は弁天島~大烏閣よりは劣るが，比較的広い面積に稚

貝がまとまって分布していることが示されている。

濃密分布地内の 95 0 ni当り生貝漁獲個数・稚貝死亡率・生貝へのハリ jjネムν寄生率および

サンカケプジツポ寄生率はつぎのとおりであるo

世 襲 密 分 布 地の生貝数等

調査点
9 5 0 7正当り 碓貝 ハリガネム乙/ サツカクフジツボ

嫡 要生貝漁j集個数 ヲE亡率 寄生率 寄 tt 率

4 126 j国 24喝 160，6 0% 

5 69 40 64 18 

? 21 0 34 ?日 1 0 

1 2 230 1 58 日

1 3 175 5 56 22 

14 301 5 80 1 0 

15 4 1 1 3 37 57 

23 356 1 2 14 

24 630 5 27 ? 

すなわち，死亡率についてみると，脇野沢沖炉問寄りの調22点 4， 5，および?がかなり死亡

率が高くなっている。調査点?のすE只の波長組成をしらべてみると変効係数 o.0 7 8 ( d品i奇数22

個)と小さししたがって大きさが揃っていることから考えて，一時に大賢に化亡したものと忠

われる。

イ也の謝資点においては，死亡率が比較的小さい。また， ノEs.のJ設長の変動係数も調査点?より

はかなり大きくなっている。(調査点 24 O. 3 2 0，謝査点 14 O. 2 5 2 )ことからみて，

或る期間中に順次に死亡したものと忠われる。

ハリガネムレ，およびサンカクフジツポの寄生容をみるといずれも脇野沢沖のものが大島沖の

ものよりも寄生率が大きい。

生具の波長についてみると，大島沖のものが 35--36棚となっており，大島沖が大きい。脇

聖子沢沖においても岡側ほど小さ〈なっている。

袋約すれば大島沖は分布密度;が濃く，型が大きく I Jえがきれいである。

2. ホタテ稚貝の分布と底質およびJ底街主物

ホタテ椎員分布地の堆漬物はほ Yつぎの間にある O

粒径中 央値 3.日""4. 0 

分 日IJ 係 数 0.2 5 ~ 0.9 5 

「五7芸o.2 5 11IJA以上の o. 0 ~ 1 6.00，6 
一喜富有 率日12511IJA以下の

6 5. 1 ~ 1 0 o. 0 (Jb 
メd合、 有 ヰi

貝殻等の 含有率 8.8 ~ 2 3.5% 
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濃密分布地についてみれば，調査点 12および 15の例外を除けば，他はいずれもつぎの閣に

ある。

粒径中央値

分別係数

貝キ等の 含 有 率

3.5 -4.0 

O. 2 5 ~ 0.6 0 

また，ホタテ稚貝分布地lこ事越している底逗生物は，ハイドロプア・ニラクサ・クモヒトデで

ある。すなわち，ホタテ樵貝異常発生地は，詑場に線られており，ハイドロプア・ニラクサおよ

びクモヒトデが多数?妻息する場所である。同じような竣境でアサムνポヤが多数通息するところ

はホタテ縫貝が少ないようである。

W 考察

1 稚呆移殖数量について

調奇iの情果から大島沖と脇野沢沖にがなりの稚貝ぷ生育していることが明らかになった。

桁網の漁獲効率が確定的なものでなく，また，調11'点も充分多くないので，総資源i詮4.65 0 

万個には大きな誤業を伴なうこととえ言われるぷy その分布面白およこf密度からみて 10 0隻以上

の小型動力漁船?メ劣殖事業を行なうには充分は資源と考えられる亡

今回の調査では漫3存分布地に対いて，魚市i1隻が 1日にどれだけの前え数を採捕できるかの試

験を行なっていないので，柊殖事業を行な℃た場合， 1芝 日当()平均命穫量主がどの桂一度になる

かを亙礁に推定することはむずかしい。しかし 10分間曳網して， 130~630 偲採捕して

いることから考えて， 1隻1日当り漁獲辻が 5.0 0 0 ~ 1 O. 0 0 0 1慣のi習にあるものと忠われ，

移殖事業として戎立つものと思われる。したがって 10 0隻lまどの漁船が約 I. 0 0 0万個の稚貝

を移殖するもに要する日数は， 1 5日内外であろう。もし，資源歪 4.る 50万l'砲がかなり信頼お

けるものとすれば，その半数の 2.0 0 0万個以上¢准艮を惨殖することが可能であろう。

2. 底質と異常発生について

種貝の分布地はi喝士号に限られており，そこにはハイドロ/・アおよびニラクすが多数傍息してい

る。このことは，今後何年か後ιホタテ橋戸、が異常発宅した得合，その分布地ィらてるのに，

漁獲調査に先立つて!良賞品貨を行なうことが非f者にイヲ議であることを意味する o 二れはまた，天

然採治ーの擦の援活場選定に底質今考慮することが，非常に有意義';::5ることをも意味する。

注 (1)については，昭和 40年 4)3下旬青森市県漁連会議室において摂ふれたl漫奥湾漁業振興対策

協議会役員会において， 筆者から発表。

後記 移殖事業は 5月および 6月に，それぞれ 15 Ei f認の}羽!f.jjで約 120隻のi漁船により行なわれ，

合計約 2.0 0 0万個移殖した。
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弟 1図 調査点およびホタテ稚貝分布状況
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査結果一覧表

堆 積 物

粒径 粒径 事¥L 1:峯 貝殻等
底 棲 生 物 の 卓 越 種

中央値
分可IJ係数

0.25例上 0.125碗以下 含有率

1.4 0.7 5 5 5.4 o，b 19.8% 31.4J，b グリプトキダーリス

3.2 0.73 10. i 7 1. 9 宇.5 ノ、ィドロプア・クモヒトデ

3.4 0.85 11.4 7 0.5 1 0.3 ノ、イドロソア・ニラクサ(竣形動物)・クモヒトデ

3.7 0.5 0 1.7 94.3 10.2 iニラクサ・ノイドロソーア・ケモヒトデ

3.5 0.55 2.8 9 1. 7 13.2 1'::": 7 ク サ 川 力 向 デ
ト一一一一

2.0 IJJ;J;J;一沖向指

山
7 1. 8 5.9 

58 
108D153 55965785 7387 8 9 1グリプトキダーリス ク干ヒト7 ヒトデ

?日 グリプトキダーリーァ クモヒトデ

50 ニラクサ・ノイドロゾア・クモヒトデ

1.3 0.7 5 57.0 8.4 1 8.7 無i'([Iサンゴモ(櫨均・グリプトキダーリス・キンコ

1.5 0.68 44.9骨 1 1.5 2 1. 7 (採沼だけで桁綱を引かなかった)
ト一一一一

3.0 0.83 1 1. 0 65.1 23.5 ニラクサ・ハイドロゾア・クモヒトデ

3.5 0.58 5.1 ニラクサ・ハイドロソア・クモヒトデ

3.5 0.60 8.1 82.9 15.1 |ニラケφ ノイドロソγ クモヒげ

3.3 0.7 3 10.7 75.4 9.0 ニラクサ

3.8 日.63 8.8 77.6 23.4 ノ、イドロソア・ニラクサ-クモヒトヂ

3.9 0.30 2.5 95.2 22.3 アサムνオ手ヤ・クモヒトデ・ニラクサ・ハイドロソeア

4.0 0.28 0.3 98.8 3 1. 4 アサムシポヤ・ニラケサ・ハイドロゾア・クモヒトデ

4.0 0.28 0.0 99.8 1 3.0 ニラクサ・ハイドロソーア・クモヒトデ・アサkノポヤ

4.0 0.25 0.0 10 0.0 13.0 ニラクサ・ハイドロソア・クモヒトデ・ア千ムシポヤ

3.9 0.30 0.8 97.9 18.4 ニラクサ・ハイドロゾア・クモヒトデ

3.5 0.95 16.0 68.0 25.5 ニラクサ・ハイドロソア・クモヒトデ

3.9 0.30 1.2 9 7.1 12.4 ニラクサ・ハイドロゾア・クモヒトデ・ヱプイ士ノカゲガイ

4.0 0.25 0.3 99.3 12.4 ニラクサ・ハイドロプア・クモヒトグ・ヱソ'イνカゲガイ

4.0 0.25 0.3 99.3 14.0 アサムシポヤ・ニラクサ・ノイドロプア・クモヒトデ

2.4 1.53 36.2 48.6 8.1 ニラクサ・ハイドロゾア・アサムレポヤ

2.8 1.25 26.8 55.8 6.8 オカメブンフマク

2_2 1. 1 5 32.0 42.6 8.2 (採婦だけで桁網を引かなかった)
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